
一般財団法人高分子研究所は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発の研究を奨励し、高分子科学の発研究を奨励し、高分子科学の発奨励し、高分子科学の発し、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発の研究を奨励し、高分子科学の発発

展にに寄与することを目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びすることを奨励し、高分子科学の発目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びとして、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発に関する研究、高分子の基礎並びする研究、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発高分子の研究を奨励し、高分子科学の発基礎並びび

に応用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成３１年度には以下のに関する研究、高分子の基礎並びする研究会の開催等の事業を行っている。平成３１年度には以下のの研究を奨励し、高分子科学の発開催等の事業を行っている。平成３１年度には以下のの研究を奨励し、高分子科学の発事業を行っている。平成３１年度には以下のを奨励し、高分子科学の発行っている。平成３１年度には以下のっている。平成３１年度には以下の平成３１年度には以下のには以下のの研究を奨励し、高分子科学の発

事業を行っている。平成３１年度には以下のを奨励し、高分子科学の発計画している。している。平成３１年度には以下の

（１） 当研究所は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発研究員による高分子研究の実施による高分子研究の研究を奨励し、高分子科学の発実施

　研究員による高分子研究の実施（研究グループ代表者）代表者）

　　　青島貞人　　大阪大学の研究を奨励し、高分子科学の発大学の研究を奨励し、高分子科学の発院理学の研究を奨励し、高分子科学の発研究科高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発専攻教授

　　　　鬼塚清孝　　大阪大学の研究を奨励し、高分子科学の発大学の研究を奨励し、高分子科学の発院理学の研究を奨励し、高分子科学の発研究科高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発専攻教授

　　　　山口浩靖　　大阪大学の研究を奨励し、高分子科学の発大学の研究を奨励し、高分子科学の発院理学の研究を奨励し、高分子科学の発研究科高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発専攻教授

　　　井上正志　　大阪大学の研究を奨励し、高分子科学の発大学の研究を奨励し、高分子科学の発院理学の研究を奨励し、高分子科学の発研究科高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発専攻教授

　　　橋爪章仁　　大阪大学の研究を奨励し、高分子科学の発大学の研究を奨励し、高分子科学の発院理学の研究を奨励し、高分子科学の発研究科高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発専攻教授

　　　今田勝巳　　大阪大学の研究を奨励し、高分子科学の発大学の研究を奨励し、高分子科学の発院理学の研究を奨励し、高分子科学の発研究科高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発専攻教授

　　　佐藤尚弘　　大阪大学の研究を奨励し、高分子科学の発大学の研究を奨励し、高分子科学の発院理学の研究を奨励し、高分子科学の発研究科高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発専攻教授

　　　高島義徳　　大阪大学の研究を奨励し、高分子科学の発高等の事業を行っている。平成３１年度には以下の共創研究院教授

　　　宇山　浩　　大阪大学の研究を奨励し、高分子科学の発大学の研究を奨励し、高分子科学の発院工学の研究を奨励し、高分子科学の発研究科応用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成３１年度には以下の化学の研究を奨励し、高分子科学の発専攻教授

　　　中川敦史　　大阪大学の研究を奨励し、高分子科学の発大学の研究を奨励し、高分子科学の発院蛋白質研究所は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発教授

　　　後藤祐児　　大阪大学の研究を奨励し、高分子科学の発大学の研究を奨励し、高分子科学の発院蛋白質研究所は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発教授

　　　栗栖源嗣　　大阪大学の研究を奨励し、高分子科学の発大学の研究を奨励し、高分子科学の発院蛋白質研究所は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発教授

（各グループ研究計画は次項以降に記載）グループ代表者）研究計画している。は次項以降に記載）に記載）

（２） 自然共生高分子セミナーの研究を奨励し、高分子科学の発開催　随時（年１０回程度には以下の）

世界中から最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。の研究を奨励し、高分子科学の発研究を奨励し、高分子科学の発行っている。平成３１年度には以下のっている高分子研究者を奨励し、高分子科学の発迎え、講演。え、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発講演。平成３１年度には以下の

一般にも公開しており、参加費無料で聴講することができる。公開しており、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発参加費無料で聴講することができる。で聴講することができる。聴講することがで聴講することができる。きる。平成３１年度には以下の

（３） 第２４回産学の研究を奨励し、高分子科学の発高分子研究会の開催等の事業を行っている。平成３１年度には以下のの研究を奨励し、高分子科学の発開催　２０１９年６月（予定）

産業を行っている。平成３１年度には以下の界から最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。高分子研究所は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発の研究を奨励し、高分子科学の発最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。の研究を奨励し、高分子科学の発お話を聴くと同時に、大学の研究者を奨励し、高分子科学の発聴くと同時に、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発大学の研究を奨励し、高分子科学の発の研究を奨励し、高分子科学の発研究者

から最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。も公開しており、参加費無料で聴講することができる。最近の研究について講演し、お互いにディスカッションをする。の研究を奨励し、高分子科学の発研究について講演し、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発お互いにディスカッションをする。いにディスカッションをする。を奨励し、高分子科学の発する。平成３１年度には以下の

一般にも公開しており、参加費無料で聴講することができる。公開している。平成３１年度には以下の

（４） 講演会の開催等の事業を行っている。平成３１年度には以下のの研究を奨励し、高分子科学の発開催　２０２０年３月（予定）

大学の研究を奨励し、高分子科学の発・企業を行っている。平成３１年度には以下のの研究を奨励し、高分子科学の発研究者から最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発最新の研究について講演。産学間で議論するの研究を奨励し、高分子科学の発研究について講演。平成３１年度には以下の産学の研究を奨励し、高分子科学の発間で議論するで聴講することができる。議論するする。平成３１年度には以下の

一般にも公開しており、参加費無料で聴講することができる。公開している。平成３１年度には以下の



（１）カチオンをする。重合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成による多様な切断・分解性を有する高分子の合成な切断・分解性を有する高分子の合成切断・分解性を有する高分子の合成を奨励し、高分子科学の発有する高分子の合成する高分子の研究を奨励し、高分子科学の発合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成成

（阪大院理）青島 貞人、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発金澤 有する高分子の合成紘

【目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び】従来、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発高分子の研究を奨励し、高分子科学の発分解は若干ネガティブなイメージがある分野であったネガティブなイメージがある分野であったな切断・分解性を有する高分子の合成イメージがある分野であったがある分野であったで聴講することができる。あった

が、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発も公開しており、参加費無料で聴講することができる。し、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発生体系のようにポリマー鎖の選択的な切断や様々なパターンの分解の研究を奨励し、高分子科学の発ようにポリマー鎖の選択的な切断や様々なパターンの分解の研究を奨励し、高分子科学の発選択的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びな切断・分解性を有する高分子の合成切断や様々なパターンの分解様な切断・分解性を有する高分子の合成々なパターンの分解な切断・分解性を有する高分子の合成パターンをする。の研究を奨励し、高分子科学の発分解

が可能な高分子が設計・合成されるようになると、新しいタイプの機能性材料な切断・分解性を有する高分子の合成高分子が設計・合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成成されるようにな切断・分解性を有する高分子の合成ると、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発新の研究について講演。産学間で議論するしいタイプ代表者）の研究を奨励し、高分子科学の発機能な高分子が設計・合成されるようになると、新しいタイプの機能性材料性を有する高分子の合成材料で聴講することができる。

とな切断・分解性を有する高分子の合成る。平成３１年度には以下の我々なパターンの分解はこれまで聴講することができる。、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発リビンをする。グカチオンをする。重合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成や様々なパターンの分解ビニル付加・開環同時共重

合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成系のようにポリマー鎖の選択的な切断や様々なパターンの分解により、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発刺激応答性を有する高分子の合成ポリマーや様々なパターンの分解ビニル化合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成物と環状エーテルの共重合体なと環状エーテルの共重合体なエーテルの研究を奨励し、高分子科学の発共重合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成体な切断・分解性を有する高分子の合成

どを奨励し、高分子科学の発合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成成してきた。平成３１年度には以下のまた、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発共役アルデヒドとビニルエーテルの交互ポリマーのアルデヒドとビニルエーテルの交互ポリマーのとビニルエーテルの研究を奨励し、高分子科学の発交互いにディスカッションをする。ポリマーの研究を奨励し、高分子科学の発

精密合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成成とその研究を奨励し、高分子科学の発選択的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び分解も公開しており、参加費無料で聴講することができる。検討した。した。平成３１年度には以下の今年度には以下のは、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発新の研究について講演。産学間で議論する規高分子合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成成法の研究を奨励し、高分子科学の発開拓にに

より、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発多様な切断・分解性を有する高分子の合成な切断・分解性を有する高分子の合成切断・分解性を有する高分子の合成を奨励し、高分子科学の発有する高分子の合成する機能な高分子が設計・合成されるようになると、新しいタイプの機能性材料性を有する高分子の合成材料で聴講することができる。の研究を奨励し、高分子科学の発創製を目指す。を奨励し、高分子科学の発目指す。す。平成３１年度には以下の

【計画している。】最近の研究について講演し、お互いにディスカッションをする。、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発新の研究について講演。産学間で議論するしい共重合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成系のようにポリマー鎖の選択的な切断や様々なパターンの分解を奨励し、高分子科学の発いくつか検討した。中で聴講することができる。ある。平成３１年度には以下の例えばえばジがある分野であったアルデヒドとビニルエーテルの交互ポリマーの

とビニル化合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成物と環状エーテルの共重合体なの研究を奨励し、高分子科学の発系のようにポリマー鎖の選択的な切断や様々なパターンの分解で聴講することができる。は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発閉環型付加によるコポリマーだけで聴講することができる。無く、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発制御重合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成

交互いにディスカッションをする。共重合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発単独重合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成が困難なモノマー群との共重合の可能性が見えてきた。な切断・分解性を有する高分子の合成モノマー群との共重合の可能性が見えてきた。との研究を奨励し、高分子科学の発共重合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成の研究を奨励し、高分子科学の発可能な高分子が設計・合成されるようになると、新しいタイプの機能性材料性を有する高分子の合成が見えてきた。えてきた。平成３１年度には以下の

トリメチルシリルビニルエーテルの研究を奨励し、高分子科学の発カチオンをする。重合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成において、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発制御重合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成や様々なパターンの分解アルデ

ヒドとビニルエーテルの交互ポリマーの・環状エーテルの共重合体なモノマーとの研究を奨励し、高分子科学の発共重合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成が進行っている。平成３１年度には以下のする。平成３１年度には以下のまた、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発植物と環状エーテルの共重合体な由来の研究を奨励し、高分子科学の発モノマーの研究を奨励し、高分子科学の発ジがある分野であったオ

キソラノンをする。を奨励し、高分子科学の発用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成３１年度には以下のいた二元(三元)共重合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成や様々なパターンの分解、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発ビニルエーテルと環状エーテルの共重合体なエステルの研究を奨励し、高分子科学の発ビ

ニル付加(重付加)カチオンをする。･配位同時共重合によるグラフトや交互型共重合体配位同時共重合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成によるグラフトや様々なパターンの分解交互いにディスカッションをする。型共重合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成体

の研究を奨励し、高分子科学の発合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成成も公開しており、参加費無料で聴講することができる。可能な高分子が設計・合成されるようになると、新しいタイプの機能性材料にな切断・分解性を有する高分子の合成った。平成３１年度には以下のこれら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。の研究を奨励し、高分子科学の発共重合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成体はいずれも公開しており、参加費無料で聴講することができる。分解可能な高分子が設計・合成されるようになると、新しいタイプの機能性材料な切断・分解性を有する高分子の合成ポリマーで聴講することができる。、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発

高分子設計による多様な切断・分解性を有する高分子の合成な切断・分解性を有する高分子の合成分解性を有する高分子の合成ポリマーへの研究を奨励し、高分子科学の発展に開を奨励し、高分子科学の発検討した。する。平成３１年度には以下の

（２）金属錯体を奨励し、高分子科学の発骨格に持つ拡張型ポリペプチドに関する研究に持つ拡張型ポリペプチドに関する研究つ拡張型ポリペプ代表者）チドとビニルエーテルの交互ポリマーのに関する研究、高分子の基礎並びする研究

（阪大院理）鬼塚清孝、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発岡村高明、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発神林直哉



【目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び】酵素の高選択性、高機能性は、精緻に組み立てられた立体構造によりの研究を奨励し、高分子科学の発高選択性を有する高分子の合成、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発高機能な高分子が設計・合成されるようになると、新しいタイプの機能性材料性を有する高分子の合成は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発精緻に組み立てられた立体構造によりに組み立てられた立体構造によりみ立てられた立体構造により立てられた立体構造によりてら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。れた立てられた立体構造により体構造によりにより

も公開しており、参加費無料で聴講することができる。たら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。されると考えられる。蛋白質に代表される生体高分子は、光学活性なモえら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。れる。平成３１年度には以下の蛋白質に代表される生体高分子は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発光学の研究を奨励し、高分子科学の発活性を有する高分子の合成な切断・分解性を有する高分子の合成モ

ノマーを奨励し、高分子科学の発用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成３１年度には以下のいて制限された立体配座をとることで秩序立った立体構造を形成しされた立てられた立体構造により体配座をとることで秩序立った立体構造を形成しを奨励し、高分子科学の発とることで聴講することができる。秩序立てられた立体構造によりった立てられた立体構造により体構造によりを奨励し、高分子科学の発形成し

ている。平成３１年度には以下の蛋白質は古くから立体構造が研究されている生体高分子の１つでありくから最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。立てられた立体構造により体構造によりが研究されている生体高分子の研究を奨励し、高分子科学の発１つで聴講することができる。あり

光学の研究を奨励し、高分子科学の発活性を有する高分子の合成な切断・分解性を有する高分子の合成 α炭素の高選択性、高機能性は、精緻に組み立てられた立体構造により周りのりの研究を奨励し、高分子科学の発二面角（φ、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発ψ）により構造によりが決定される。平成３１年度には以下のこの研究を奨励し、高分子科学の発概念をを奨励し、高分子科学の発

発展にさせたの研究を奨励し、高分子科学の発が、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発拡張型ペプ代表者）チドとビニルエーテルの交互ポリマーので聴講することができる。あり、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発α－アミノ酸と剛直なスペーサーとアミノ酸と剛直なスペーサーとと剛直な切断・分解性を有する高分子の合成スペーサーと

の研究を奨励し、高分子科学の発交互いにディスカッションをする。共重合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成体と見えてきた。な切断・分解性を有する高分子の合成せるが、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発使用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成３１年度には以下のするアミノ酸と剛直なスペーサーと側鎖の選択的な切断や様々なパターンの分解の研究を奨励し、高分子科学の発僅かな違いにより２次かな切断・分解性を有する高分子の合成違いにより２次いにより２次

構造によりが異なることを明らかにしてきた。本研究では、溶液中で２次構造を形成な切断・分解性を有する高分子の合成ることを奨励し、高分子科学の発明ら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。かにしてきた。平成３１年度には以下の本研究で聴講することができる。は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発溶液中で聴講することができる。２次構造によりを奨励し、高分子科学の発形成

する拡張型ポリペプ代表者）チドとビニルエーテルの交互ポリマーのの研究を奨励し、高分子科学の発合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成理的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びな切断・分解性を有する高分子の合成合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成成法の研究を奨励し、高分子科学の発確立てられた立体構造によりと機能な高分子が設計・合成されるようになると、新しいタイプの機能性材料への研究を奨励し、高分子科学の発発展にを奨励し、高分子科学の発目指す。す。平成３１年度には以下の

【計画している。】次年度には以下のは、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発銀(I)I))、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発白金(I)I)I))イオンをする。と窒素の高選択性、高機能性は、精緻に組み立てられた立体構造によりや様々なパターンの分解炭素の高選択性、高機能性は、精緻に組み立てられた立体構造によりを奨励し、高分子科学の発配位原子とする配位子

を奨励し、高分子科学の発組み立てられた立体構造によりみ立てられた立体構造により合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成わせた金属錯体を奨励し、高分子科学の発剛直な切断・分解性を有する高分子の合成スペーサーとして用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成３１年度には以下のい、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発拡張型ポリペプ代表者）チドとビニルエーテルの交互ポリマーの

の研究を奨励し、高分子科学の発合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成成を奨励し、高分子科学の発行っている。平成３１年度には以下のう。平成３１年度には以下の当研究室で開発した嵩高い疎水基を側鎖に持つアミノ酸、溶解で聴講することができる。開発した嵩高い疎水基を奨励し、高分子科学の発側鎖の選択的な切断や様々なパターンの分解に持つ拡張型ポリペプチドに関する研究つアミノ酸と剛直なスペーサーと、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発溶解

度には以下のを奨励し、高分子科学の発向上させた３座をとることで秩序立った立体構造を形成しキレート配位子な切断・分解性を有する高分子の合成どを奨励し、高分子科学の発用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成３１年度には以下のい、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発クロロホルムやジクロロメタや様々なパターンの分解ジがある分野であったクロロメタ

ンをする。な切断・分解性を有する高分子の合成ど低極性を有する高分子の合成溶媒に可溶化させた拡張型ポリペプチドを系統的に合成し、溶液に可溶化させた拡張型ポリペプ代表者）チドとビニルエーテルの交互ポリマーのを奨励し、高分子科学の発系のようにポリマー鎖の選択的な切断や様々なパターンの分解統的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びに合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成成し、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発溶液

中で聴講することができる。の研究を奨励し、高分子科学の発２次構造により形成、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発アミノ酸と剛直なスペーサーとや様々なパターンの分解分子内・分子間で議論する相互いにディスカッションをする。作用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成３１年度には以下のが立てられた立体構造により体構造によりに与することを目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びえる

影響を調べる。を奨励し、高分子科学の発調べる。べる。平成３１年度には以下の

（３）　生体高分子と遷移金属錯体または合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成成高分子との研究を奨励し、高分子科学の発

ハイブなイメージがある分野であったリッドとビニルエーテルの交互ポリマーの化による機能な高分子が設計・合成されるようになると、新しいタイプの機能性材料性を有する高分子の合成超分子触媒に可溶化させた拡張型ポリペプチドを系統的に合成し、溶液の研究を奨励し、高分子科学の発合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成成

（超分子機能な高分子が設計・合成されるようになると、新しいタイプの機能性材料化学の研究を奨励し、高分子科学の発研究室で開発した嵩高い疎水基を側鎖に持つアミノ酸、溶解）山口浩靖・小林裕一郎

【目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び】高機能な高分子が設計・合成されるようになると、新しいタイプの機能性材料触媒に可溶化させた拡張型ポリペプチドを系統的に合成し、溶液の研究を奨励し、高分子科学の発設計・開発において、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発反応活性を有する高分子の合成点だけでなく反応に密接だけで聴講することができる。な切断・分解性を有する高分子の合成く反応に密接

に関する研究、高分子の基礎並びわるその研究を奨励し、高分子科学の発周りの辺領域の環境制御は極めて重要である。我々はの研究を奨励し、高分子科学の発環境制御は極めて重要である。我々はで聴講することができる。ある。平成３１年度には以下の我々なパターンの分解は Heck反応や様々なパターンの分解鈴

木・宮浦クロスカップリング、辻・クロスカップ代表者）リンをする。グ、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発辻・Trost反応な切断・分解性を有する高分子の合成ど多くの研究を奨励し、高分子科学の発カップ代表者）リンをする。グ反応に利



用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成３１年度には以下のされているパラジがある分野であったウムやジクロロメタ錯体に注目した。平成３１年度には以下のこの研究を奨励し、高分子科学の発錯体の研究を奨励し、高分子科学の発第二配位圏としてモノクとしてモノク

ローナル抗体を奨励し、高分子科学の発用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成３１年度には以下のいた機能な高分子が設計・合成されるようになると、新しいタイプの機能性材料性を有する高分子の合成超分子触媒に可溶化させた拡張型ポリペプチドを系統的に合成し、溶液に関する研究、高分子の基礎並びする研究を奨励し、高分子科学の発進めてきた。平成３１年度には以下のパラジがある分野であったウ

ムやジクロロメタ錯体単独で聴講することができる。アリル位アミノ化反応を奨励し、高分子科学の発行っている。平成３１年度には以下のうとラセミ体の研究を奨励し、高分子科学の発生成物と環状エーテルの共重合体なが得られる反応ら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。れる反応

において、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発パラジがある分野であったウムやジクロロメタ錯体に結合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成する抗体を奨励し、高分子科学の発添加することで聴講することができる。、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発この研究を奨励し、高分子科学の発触媒に可溶化させた拡張型ポリペプチドを系統的に合成し、溶液反応が

立てられた立体構造により体選択的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びに進行っている。平成３１年度には以下のすることを奨励し、高分子科学の発見えてきた。出した。した。平成３１年度には以下のまた、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発生体高分子と合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成成高分子から最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。な切断・分解性を有する高分子の合成

るハイブなイメージがある分野であったリッドとビニルエーテルの交互ポリマーの触媒に可溶化させた拡張型ポリペプチドを系統的に合成し、溶液も公開しており、参加費無料で聴講することができる。作製を目指す。してきた。平成３１年度には以下の温度には以下の応答性を有する高分子の合成高分子の研究を奨励し、高分子科学の発側鎖の選択的な切断や様々なパターンの分解に天然の研究を奨励し、高分子科学の発酸と剛直なスペーサーと化酵

素の高選択性、高機能性は、精緻に組み立てられた立体構造によりを奨励し、高分子科学の発導入することで温度に応答した酵素反応の制御を行うことができた。温度することで聴講することができる。温度には以下のに応答した酵素の高選択性、高機能性は、精緻に組み立てられた立体構造により反応の研究を奨励し、高分子科学の発制御を奨励し、高分子科学の発行っている。平成３１年度には以下のうことがで聴講することができる。きた。平成３１年度には以下の温度には以下の

応答性を有する高分子の合成高分子ゲル中に酵素の高選択性、高機能性は、精緻に組み立てられた立体構造によりを奨励し、高分子科学の発固定化し、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発温度には以下の刺激、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発塩濃度には以下のによるゲルの研究を奨励し、高分子科学の発膨潤・

収縮によによりゲル中への研究を奨励し、高分子科学の発基質取り込みを制御できることがわかったり込みを制御できることがわかったみ立てられた立体構造によりを奨励し、高分子科学の発制御で聴講することができる。きることがわかった。平成３１年度には以下の2019年度には以下のは、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発

遷移金属錯体に結合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成する抗体を奨励し、高分子科学の発利用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成３１年度には以下のした超分子触媒に可溶化させた拡張型ポリペプチドを系統的に合成し、溶液に関する研究、高分子の基礎並びする研究（１）を奨励し、高分子科学の発さら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。

に推進するととも公開しており、参加費無料で聴講することができる。に、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発材料で聴講することができる。構成ユニットを奨励し、高分子科学の発外部刺激により特異なることを明らかにしてきた。本研究では、溶液中で２次構造を形成的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びに自己組み立てられた立体構造により織化

させることにより、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発連鎖の選択的な切断や様々なパターンの分解的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びな切断・分解性を有する高分子の合成触媒に可溶化させた拡張型ポリペプチドを系統的に合成し、溶液反応を奨励し、高分子科学の発加速させるシステム（２）を構築するさせるシステムやジクロロメタ（２）を奨励し、高分子科学の発構築するする。平成３１年度には以下の

【計画している。】（１）遷移金属錯体ととも公開しており、参加費無料で聴講することができる。にモノマーを奨励し、高分子科学の発取り込みを制御できることがわかったり込みを制御できることがわかったむことがで聴講することができる。きるような切断・分解性を有する高分子の合成

モノクローナル抗体を奨励し、高分子科学の発作製を目指す。する。平成３１年度には以下の金属錯体－アミノ酸と剛直なスペーサーと抗体複合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成体を奨励し、高分子科学の発用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成３１年度には以下のいて、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発水系のようにポリマー鎖の選択的な切断や様々なパターンの分解かつ温

和な条件で様々な基質間での結合形成反応を試み、生成物の立体制御、さらにな切断・分解性を有する高分子の合成条件で様々な基質間での結合形成反応を試み、生成物の立体制御、さらにで聴講することができる。様な切断・分解性を有する高分子の合成々なパターンの分解な切断・分解性を有する高分子の合成基質間で議論するで聴講することができる。の研究を奨励し、高分子科学の発結合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成形成反応を奨励し、高分子科学の発試み、生成物の立体制御、さらにみ立てられた立体構造により、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発生成物と環状エーテルの共重合体なの研究を奨励し、高分子科学の発立てられた立体構造により体制御、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発さら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。に

立てられた立体構造により体規則性を有する高分子の合成ポリマーの研究を奨励し、高分子科学の発合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成成に挑む。む。平成３１年度には以下の

（２）天然酵素の高選択性、高機能性は、精緻に組み立てられた立体構造によりにpHや様々なパターンの分解熱に応答する線状又は分岐型高分子を導入したハイブに応答する線状エーテルの共重合体な又は分岐型高分子を導入したハイブは分岐型高分子を奨励し、高分子科学の発導入することで温度に応答した酵素反応の制御を行うことができた。温度したハイブなイメージがある分野であった

リッドとビニルエーテルの交互ポリマーの触媒に可溶化させた拡張型ポリペプチドを系統的に合成し、溶液を奨励し、高分子科学の発創製を目指す。する。平成３１年度には以下の解離基を奨励し、高分子科学の発有する高分子の合成する高分子を奨励し、高分子科学の発酵素の高選択性、高機能性は、精緻に組み立てられた立体構造によりに導入することで温度に応答した酵素反応の制御を行うことができた。温度することで聴講することができる。、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発官能な高分子が設計・合成されるようになると、新しいタイプの機能性材料

基の研究を奨励し、高分子科学の発pH応答により天然の研究を奨励し、高分子科学の発酵素の高選択性、高機能性は、精緻に組み立てられた立体構造によりで聴講することができる。は見えてきた。ら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。れな切断・分解性を有する高分子の合成かったpH依存性を有する高分子の合成が発現できると考で聴講することができる。きると考えられる。蛋白質に代表される生体高分子は、光学活性なモ

えら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。れる。平成３１年度には以下のまた酵素の高選択性、高機能性は、精緻に組み立てられた立体構造によりに熱に応答する線状又は分岐型高分子を導入したハイブ応答性を有する高分子の合成高分子を奨励し、高分子科学の発導入することで温度に応答した酵素反応の制御を行うことができた。温度し、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発この研究を奨励し、高分子科学の発高分子の研究を奨励し、高分子科学の発集合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成体形成を奨励し、高分子科学の発利

用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成３１年度には以下のして、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発協同的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びに働く酵素間の距離を制御することでカスケード反応を加速さく酵素の高選択性、高機能性は、精緻に組み立てられた立体構造により間で議論するの研究を奨励し、高分子科学の発距離を奨励し、高分子科学の発制御することで聴講することができる。カスケードとビニルエーテルの交互ポリマーの反応を奨励し、高分子科学の発加速させるシステム（２）を構築するさ

せることがで聴講することができる。きるような切断・分解性を有する高分子の合成システムやジクロロメタを奨励し、高分子科学の発創製を目指す。する。平成３１年度には以下のここで聴講することができる。は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発グルコースがグル

コースオキシダーゼによりグルコノラクトンと過酸化水素に酸化され、その際によりグルコノラクトンをする。と過酸と剛直なスペーサーと化水素の高選択性、高機能性は、精緻に組み立てられた立体構造によりに酸と剛直なスペーサーと化され、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発その研究を奨励し、高分子科学の発際

に生じた過酸と剛直なスペーサーと化水素の高選択性、高機能性は、精緻に組み立てられた立体構造によりを奨励し、高分子科学の発用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成３１年度には以下のいて酵素の高選択性、高機能性は、精緻に組み立てられた立体構造によりが基質を奨励し、高分子科学の発酸と剛直なスペーサーと化するような切断・分解性を有する高分子の合成カスケードとビニルエーテルの交互ポリマーの反応につ



いて、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発各グループ研究計画は次項以降に記載）酵素の高選択性、高機能性は、精緻に組み立てられた立体構造によりに当該高分子を奨励し、高分子科学の発固定したことによる効果を詳細に検討する。を奨励し、高分子科学の発詳細に検討する。に検討した。する。平成３１年度には以下の

（４）半屈曲性を有する高分子の合成高分子の研究を奨励し、高分子科学の発粘弾性を有する高分子の合成と複屈折

（阪大院理）井上正志、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発浦クロスカップリング、辻・川　理

【目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び】鎖の選択的な切断や様々なパターンの分解長Lが持つ拡張型ポリペプチドに関する研究続長Lpと同程度には以下のの研究を奨励し、高分子科学の発半屈曲性を有する高分子の合成高分子の研究を奨励し、高分子科学の発粘弾性を有する高分子の合成には、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発セグメンをする。

トの研究を奨励し、高分子科学の発配向緩和な条件で様々な基質間での結合形成反応を試み、生成物の立体制御、さらにモードとビニルエーテルの交互ポリマーのに加えて、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発曲げモードと伸長モードが寄与することが、こモードとビニルエーテルの交互ポリマーのと伸長モードとビニルエーテルの交互ポリマーのが寄与することを目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びすることが、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発こ

れまで聴講することができる。の研究を奨励し、高分子科学の発研究から最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。明ら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。かにな切断・分解性を有する高分子の合成った。平成３１年度には以下のまた、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発から最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。み立てられた立体構造により合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成い点だけでなく反応に密接間で議論する長Leが, Lpより小さ

くな切断・分解性を有する高分子の合成る緻に組み立てられた立体構造により密から最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。み立てられた立体構造により合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成い系のようにポリマー鎖の選択的な切断や様々なパターンの分解が実現できると考で聴講することができる。きることも公開しており、参加費無料で聴講することができる。明ら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。かにな切断・分解性を有する高分子の合成った。平成３１年度には以下の本研究で聴講することができる。は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発Lp

がより大きい高分子を奨励し、高分子科学の発用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成３１年度には以下のいて、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発その研究を奨励し、高分子科学の発ダイナミクスを奨励し、高分子科学の発詳細に検討する。に理解することを奨励し、高分子科学の発目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び

とする。平成３１年度には以下の

【計画している。】セルロースナノファイバー溶液を奨励し、高分子科学の発モデル高分子とし、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発粘弾性を有する高分子の合成測定と複

屈折測定を奨励し、高分子科学の発実施し、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発配向緩和な条件で様々な基質間での結合形成反応を試み、生成物の立体制御、さらに、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発曲げモードと伸長モードが寄与することが、こ、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発伸長モードとビニルエーテルの交互ポリマーのの研究を奨励し、高分子科学の発定量的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び分離を奨励し、高分子科学の発行っている。平成３１年度には以下のい、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発その研究を奨励し、高分子科学の発ダ

イナミクスを奨励し、高分子科学の発明ら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。かにする。平成３１年度には以下の

（５）精密高分子を奨励し、高分子科学の発利用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成３１年度には以下のした高分子性を有する高分子の合成の研究を奨励し、高分子科学の発理解と高性を有する高分子の合成能な高分子が設計・合成されるようになると、新しいタイプの機能性材料高分子の研究を奨励し、高分子科学の発創製を目指す。

（阪大院理）橋爪 章仁・香門 悠里

【目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び】蛋白質や様々なパターンの分解核酸と剛直なスペーサーとな切断・分解性を有する高分子の合成どの研究を奨励し、高分子科学の発生体高分子は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発厳密に規定された一次構造によりに基づ

いた高次構造によりを奨励し、高分子科学の発形成し機能な高分子が設計・合成されるようになると、新しいタイプの機能性材料を奨励し、高分子科学の発発現できると考している。平成３１年度には以下の生体高分子の研究を奨励し、高分子科学の発構造によりや様々なパターンの分解機能な高分子が設計・合成されるようになると、新しいタイプの機能性材料に触発さ

れ、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発近の研究について講演し、お互いにディスカッションをする。年、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成成高分子における連鎖の選択的な切断や様々なパターンの分解制御が重要である。我々はな切断・分解性を有する高分子の合成課題になっており、多くの研にな切断・分解性を有する高分子の合成っており、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発多くの研究を奨励し、高分子科学の発研

究がな切断・分解性を有する高分子の合成されている。平成３１年度には以下のしかし、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発一般的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びな切断・分解性を有する高分子の合成付加重合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成で聴講することができる。は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発厳密な切断・分解性を有する高分子の合成連鎖の選択的な切断や様々なパターンの分解制御高分子の研究を奨励し、高分子科学の発

合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成成はきわめて困難なモノマー群との共重合の可能性が見えてきた。で聴講することができる。ある。平成３１年度には以下のわれわれは、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発銅(I))触媒に可溶化させた拡張型ポリペプチドを系統的に合成し、溶液アジがある分野であったドとビニルエーテルの交互ポリマーの・アルキンをする。環化付



加 (CuAAC) に着目し、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発アジがある分野であったドとビニルエーテルの交互ポリマーのとアルキンをする。を奨励し、高分子科学の発有する高分子の合成するモノマーを奨励し、高分子科学の発段階的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びに重合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成す

ることにより、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発種々なパターンの分解の研究を奨励し、高分子科学の発側鎖の選択的な切断や様々なパターンの分解を奨励し、高分子科学の発有する高分子の合成する連鎖の選択的な切断や様々なパターンの分解制御高分子の研究を奨励し、高分子科学の発創製を目指す。、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発および、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発連鎖の選択的な切断や様々なパターンの分解制御

高分子の研究を奨励し、高分子科学の発機能な高分子が設計・合成されるようになると、新しいタイプの機能性材料開拓にを奨励し、高分子科学の発目指す。している。平成３１年度には以下の

【計画している。】最近の研究について講演し、お互いにディスカッションをする。、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発われわれは、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発アジがある分野であったドとビニルエーテルの交互ポリマーのとアルキンをする。が一つの研究を奨励し、高分子科学の発炭素の高選択性、高機能性は、精緻に組み立てられた立体構造により原子に結合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成した 3-

アジがある分野であったドとビニルエーテルの交互ポリマーの-1-プ代表者）ロピンをする。 (AP) ) およびその研究を奨励し、高分子科学の発誘導体を奨励し、高分子科学の発モノマーとして、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発CuAAC重合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成を奨励し、高分子科学の発行っている。平成３１年度には以下の

うことにより、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発いくつかの研究を奨励し、高分子科学の発高密度には以下のトリアゾールポリマーを奨励し、高分子科学の発合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成成してきた。平成３１年度には以下の次年

度には以下のは、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発われわれが新の研究について講演。産学間で議論するたに合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成成した種々なパターンの分解の研究を奨励し、高分子科学の発 AP) 誘導体の研究を奨励し、高分子科学の発 CuAAC重合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成によって単独重

合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成体、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発および、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発共重合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成体を奨励し、高分子科学の発精密に合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成成する。平成３１年度には以下の得られる反応ら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。れた単独重合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成体および共重合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成

体について、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発固体状エーテルの共重合体な態あるいは溶液中における物理化学的特性を調査し、高密あるいは溶液中における物と環状エーテルの共重合体な理化学の研究を奨励し、高分子科学の発的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び特性を有する高分子の合成を奨励し、高分子科学の発調べる。査し、高密し、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発高密

度には以下のトリアゾールポリマーの研究を奨励し、高分子科学の発機能な高分子が設計・合成されるようになると、新しいタイプの機能性材料開拓にを奨励し、高分子科学の発行っている。平成３１年度には以下のう。平成３１年度には以下の

（６）べん毛モーター毛モーターモーター MSリンをする。グと回転制御蛋白質 ZomBの研究を奨励し、高分子科学の発構造により解析

（阪大院理）今田勝巳、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発金子文俊、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発川口辰也

【目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び】細に検討する。菌べん毛モーターの回転子は、土台となるべん毛モーター毛モーターモーターの研究を奨励し、高分子科学の発回転子は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発土台となるとな切断・分解性を有する高分子の合成る MSリンをする。グとトルク発生お

よび回転方向制御に関する研究、高分子の基礎並びわる Cリンをする。グで聴講することができる。構成される。平成３１年度には以下のこれまで聴講することができる。に Cリンをする。グ構成蛋

白質個々なパターンの分解の研究を奨励し、高分子科学の発部分構造によりと、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発電子顕微鏡による低分解能の回転子構造が明らかにによる低分解能な高分子が設計・合成されるようになると、新しいタイプの機能性材料の研究を奨励し、高分子科学の発回転子構造によりが明ら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。かに

な切断・分解性を有する高分子の合成っている。平成３１年度には以下のしかし、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発MSリンをする。グの研究を奨励し、高分子科学の発構造によりは依然不明で聴講することができる。あり、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発回転子の研究を奨励し、高分子科学の発構造によりに基づ

く理解は進ん毛モーターで聴講することができる。いいな切断・分解性を有する高分子の合成い。平成３１年度には以下の一方、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発モーターの研究を奨励し、高分子科学の発反転に必須の蛋白質が最近新たにの研究を奨励し、高分子科学の発蛋白質が最近の研究について講演し、お互いにディスカッションをする。新の研究について講演。産学間で議論するたに

同定され ZomBと名付けら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。れた。平成３１年度には以下のそこで聴講することができる。今年度には以下のは、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発MSリンをする。グと ZomBの研究を奨励し、高分子科学の発構造により解明

に取り込みを制御できることがわかったり組み立てられた立体構造によりむ。平成３１年度には以下の

【計画している。】MSリンをする。グ構成蛋白質 FliFの研究を奨励し、高分子科学の発フラグメンをする。トの研究を奨励し、高分子科学の発結晶構造により解析と MSリンをする。グ

の研究を奨励し、高分子科学の発低温電子顕微鏡による低分解能の回転子構造が明らかに解析を奨励し、高分子科学の発組み立てられた立体構造によりみ立てられた立体構造により合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成わせ、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発MSリンをする。グの研究を奨励し、高分子科学の発構造によりを奨励し、高分子科学の発解明する。平成３１年度には以下のまた、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発ZomB

の研究を奨励し、高分子科学の発発現できると考・精製を目指す。・結晶化を奨励し、高分子科学の発行っている。平成３１年度には以下のい、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発構造により解析を奨励し、高分子科学の発行っている。平成３１年度には以下のうと共に、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発ZomBと固定子蛋白質と



の研究を奨励し、高分子科学の発相互いにディスカッションをする。作用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成３１年度には以下のを奨励し、高分子科学の発電子顕微鏡による低分解能の回転子構造が明らかに、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発SEC、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発光散乱法等の事業を行っている。平成３１年度には以下のを奨励し、高分子科学の発用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成３１年度には以下のいて明ら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。かにする。平成３１年度には以下の

（７）両親媒に可溶化させた拡張型ポリペプチドを系統的に合成し、溶液性を有する高分子の合成ブなイメージがある分野であったロック共重合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成体の研究を奨励し、高分子科学の発溶液中における

ミセル化と相分離の研究を奨励し、高分子科学の発競合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成

（阪大院理）佐藤尚弘、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発寺尾　憲

【目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び】溶液中で聴講することができる。の研究を奨励し、高分子科学の発ブなイメージがある分野であったロック共重合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成体の研究を奨励し、高分子科学の発ミセル化は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発ナノサイズの製品を製造の研究を奨励し、高分子科学の発製を目指す。品を製造を奨励し、高分子科学の発製を目指す。造により

するための研究を奨励し、高分子科学の発ナノテクノロジがある分野であったーにおける基本技術である。ホモポリマーは貧溶媒で聴講することができる。ある。平成３１年度には以下のホモポリマーは貧溶媒に可溶化させた拡張型ポリペプチドを系統的に合成し、溶液

中で聴講することができる。、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発希薄相と濃厚相に相分離するが、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発疎水性を有する高分子の合成モノマーと親水性を有する高分子の合成モノマーとか

ら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。な切断・分解性を有する高分子の合成る両親媒に可溶化させた拡張型ポリペプチドを系統的に合成し、溶液性を有する高分子の合成共重合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成体は選択溶媒に可溶化させた拡張型ポリペプチドを系統的に合成し、溶液中で聴講することができる。、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発さまざまな切断・分解性を有する高分子の合成高分子ミセル（ナノ粒

子）を奨励し、高分子科学の発形成する可能な高分子が設計・合成されるようになると、新しいタイプの機能性材料性を有する高分子の合成がある。平成３１年度には以下のしかしな切断・分解性を有する高分子の合成がら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発共重合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成体の研究を奨励し、高分子科学の発両親媒に可溶化させた拡張型ポリペプチドを系統的に合成し、溶液性を有する高分子の合成が弱い場合い場合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成

には、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発必ずしも公開しており、参加費無料で聴講することができる。ミセルが形成されるとは限された立体配座をとることで秩序立った立体構造を形成しら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。ず、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発ホモポリマーの研究を奨励し、高分子科学の発貧溶媒に可溶化させた拡張型ポリペプチドを系統的に合成し、溶液系のようにポリマー鎖の選択的な切断や様々なパターンの分解と同

様な切断・分解性を有する高分子の合成に液－アミノ酸と剛直なスペーサーと液相分離することも公開しており、参加費無料で聴講することができる。あり、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発ミセル化と液－アミノ酸と剛直なスペーサーと液相分離が起こる条件を明こる条件で様々な基質間での結合形成反応を試み、生成物の立体制御、さらにを奨励し、高分子科学の発明

確にしておくことは、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発自己組み立てられた立体構造により織化高分子を奨励し、高分子科学の発ナノ材料で聴講することができる。として利用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成３１年度には以下のするうえで聴講することができる。、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発重

要である。我々はな切断・分解性を有する高分子の合成基礎知識である。で聴講することができる。ある。平成３１年度には以下の

【計画している。】本研究で聴講することができる。は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発感熱に応答する線状又は分岐型高分子を導入したハイブ応答性を有する高分子の合成ブなイメージがある分野であったロック鎖の選択的な切断や様々なパターンの分解 poly(I)N-isopropylacrylamide)

（PNI)PAM）と水溶性を有する高分子の合成ブなイメージがある分野であったロック鎖の選択的な切断や様々なパターンの分解 poly(I)N-vinyl-2-pyrrolidone)（PNVP）から最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。な切断・分解性を有する高分子の合成る

ブなイメージがある分野であったロック共重合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成体（PNI)PAM-b-PNVP）の研究を奨励し、高分子科学の発希薄水溶液を奨励し、高分子科学の発加熱に応答する線状又は分岐型高分子を導入したハイブしたときに、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発ミセ

ル化と相分離の研究を奨励し、高分子科学の発どちら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。が優勢に起こるかを、両ブロック鎖の重合度を変えながに起こる条件を明こるかを奨励し、高分子科学の発、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発両ブなイメージがある分野であったロック鎖の選択的な切断や様々なパターンの分解の研究を奨励し、高分子科学の発重合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成度には以下のを奨励し、高分子科学の発変えながえな切断・分解性を有する高分子の合成が

ら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。小角X線散乱測定を奨励し、高分子科学の発行っている。平成３１年度には以下のい調べる。査し、高密する。平成３１年度には以下のまた、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発最近の研究について講演し、お互いにディスカッションをする。提案した格子モデルに基づくした格に持つ拡張型ポリペプチドに関する研究子モデルに基づく

理論するを奨励し、高分子科学の発用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成３１年度には以下のいて、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発ミセル化と相分離の研究を奨励し、高分子科学の発競合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成の研究を奨励し、高分子科学の発ブなイメージがある分野であったロック鎖の選択的な切断や様々なパターンの分解長比依存性を有する高分子の合成を奨励し、高分子科学の発調べる。べ、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発

PNI)PAM-b-　PNVP水溶液系のようにポリマー鎖の選択的な切断や様々なパターンの分解の研究を奨励し、高分子科学の発実験結果を詳細に検討する。と比較する。する。平成３１年度には以下の



（８）可逆性を有する高分子の合成・可動性を有する高分子の合成架橋に基づいた高分子材料で聴講することができる。の研究を奨励し、高分子科学の発創製を目指す。

（高分子材料で聴講することができる。設計学の研究を奨励し、高分子科学の発研究室で開発した嵩高い疎水基を側鎖に持つアミノ酸、溶解）髙島 義徳

【目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び】本研究で聴講することができる。は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発高分子内部の研究を奨励し、高分子科学の発架橋構造によりに可逆性を有する高分子の合成、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発も公開しており、参加費無料で聴講することができる。しくは可動性を有する高分子の合成架橋を奨励し、高分子科学の発

導入することで温度に応答した酵素反応の制御を行うことができた。温度することで聴講することができる。、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発刺激応答性を有する高分子の合成高分子材料で聴講することができる。の研究を奨励し、高分子科学の発作製を目指す。や様々なパターンの分解高分子材料で聴講することができる。に特異なることを明らかにしてきた。本研究では、溶液中で２次構造を形成な切断・分解性を有する高分子の合成力学の研究を奨励し、高分子科学の発特性を有する高分子の合成

を奨励し、高分子科学の発付与することを目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びする分子設計を奨励し、高分子科学の発研究する。平成３１年度には以下の本年度には以下のに目指す。す材料で聴講することができる。設計として、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発（１）酸と剛直なスペーサーと化

還元も公開しており、参加費無料で聴講することができる。しくは光刺激応答性を有する高分子の合成高分子材料で聴講することができる。の研究を奨励し、高分子科学の発作製を目指す。、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発（２）可逆的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びな切断・分解性を有する高分子の合成架橋点だけでなく反応に密接を奨励し、高分子科学の発有する高分子の合成する

高分子材料で聴講することができる。が示す力学特性と制御、す力学の研究を奨励し、高分子科学の発特性を有する高分子の合成と制御、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発を奨励し、高分子科学の発目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びに研究推進する。平成３１年度には以下の

【計画している。】（１）架橋点だけでなく反応に密接に適切な切断・分解性を有する高分子の合成刺激応答性を有する高分子の合成ゲスト分子を奨励し、高分子科学の発選択し、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発酸と剛直なスペーサーと化還元応答

性を有する高分子の合成機能な高分子が設計・合成されるようになると、新しいタイプの機能性材料、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発または光刺激応答性を有する高分子の合成機能な高分子が設計・合成されるようになると、新しいタイプの機能性材料を奨励し、高分子科学の発付与することを目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びする。平成３１年度には以下のこれまで聴講することができる。の研究を奨励し、高分子科学の発研究で聴講することができる。は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発水で聴講することができる。最大

膨潤したヒドとビニルエーテルの交互ポリマーのロゲルで聴講することができる。研究を奨励し、高分子科学の発行っている。平成３１年度には以下のっていたが、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発含水率と応答性に相関が有ると考と応答性を有する高分子の合成に相関する研究、高分子の基礎並びが有する高分子の合成ると考えられる。蛋白質に代表される生体高分子は、光学活性なモ

えら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。れ、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発この研究を奨励し、高分子科学の発点だけでなく反応に密接について、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発調べる。査し、高密する。平成３１年度には以下の含水量を奨励し、高分子科学の発調べる。整することで、もっとも変位することで聴講することができる。、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発も公開しており、参加費無料で聴講することができる。っとも公開しており、参加費無料で聴講することができる。変えなが位

量の研究を奨励し、高分子科学の発高い領域の環境制御は極めて重要である。我々はを奨励し、高分子科学の発確認し、エネルギー変換効率の向上を目指す。し、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発エネルギー変えなが換効率と応答性に相関が有ると考の研究を奨励し、高分子科学の発向上を奨励し、高分子科学の発目指す。す。平成３１年度には以下の

（２）高分子の研究を奨励し、高分子科学の発架橋に可逆的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びな切断・分解性を有する高分子の合成性を有する高分子の合成質を奨励し、高分子科学の発持つ拡張型ポリペプチドに関する研究たせることで聴講することができる。、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発従来の研究を奨励し、高分子科学の発高分子材料で聴講することができる。・

超分子材料で聴講することができる。が実現できると考しな切断・分解性を有する高分子の合成かった力学の研究を奨励し、高分子科学の発物と環状エーテルの共重合体な性を有する高分子の合成と刺激応答機能な高分子が設計・合成されるようになると、新しいタイプの機能性材料を奨励し、高分子科学の発有する高分子の合成する生体適合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成性を有する高分子の合成材料で聴講することができる。

を奨励し、高分子科学の発創製を目指す。する。平成３１年度には以下の機能な高分子が設計・合成されるようになると、新しいタイプの機能性材料創製を目指す。の研究を奨励し、高分子科学の発要である。我々は所は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発とな切断・分解性を有する高分子の合成る材料で聴講することができる。内部で聴講することができる。の研究を奨励し、高分子科学の発分子の研究を奨励し、高分子科学の発動的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びな切断・分解性を有する高分子の合成会の開催等の事業を行っている。平成３１年度には以下の合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成挙動と力学の研究を奨励し、高分子科学の発

物と環状エーテルの共重合体な性を有する高分子の合成・応答機能な高分子が設計・合成されるようになると、新しいタイプの機能性材料との研究を奨励し、高分子科学の発関する研究、高分子の基礎並び係を解明する。これらの架橋形式を適切に設計することを奨励し、高分子科学の発解明する。平成３１年度には以下のこれら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。の研究を奨励し、高分子科学の発架橋形式を適切に設計することを奨励し、高分子科学の発適切に設計すること

で聴講することができる。、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発高分子材料で聴講することができる。・バイオマテリアルに求められる破壊エネルギーを生み出すこめら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。れる破壊エネルギーを生み出すこエネルギーを奨励し、高分子科学の発生み立てられた立体構造により出した。すこ

とが期待される。本課題についても材料の含水率に注目し、生体適合性に優れされる。平成３１年度には以下の本課題になっており、多くの研についても公開しており、参加費無料で聴講することができる。材料で聴講することができる。の研究を奨励し、高分子科学の発含水率と応答性に相関が有ると考に注目し、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発生体適合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成性を有する高分子の合成に優れ

た含水率と応答性に相関が有ると考を奨励し、高分子科学の発決定する。平成３１年度には以下の

（９）ナノセルロースを奨励し、高分子科学の発基盤とする機能材料の開発とする機能な高分子が設計・合成されるようになると、新しいタイプの機能性材料材料で聴講することができる。の研究を奨励し、高分子科学の発開発

（阪大院工）宇山　浩、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発麻生隆彬、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発辻本　敬



【目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び】酢酸と剛直なスペーサーと菌べん毛モーターの回転子は、土台となるが産出した。するバクテリアセルロース（BC）はハイドとビニルエーテルの交互ポリマーのロゲルとして

得られる反応ら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。れる。平成３１年度には以下のBCゲルは面方向においてはナノファイバーの研究を奨励し、高分子科学の発ネットワーク構造によりを奨励し、高分子科学の発

有する高分子の合成するが、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発厚み立てられた立体構造により方向にはミクロンをする。サイズの製品を製造の研究を奨励し、高分子科学の発層状エーテルの共重合体な構造によりを奨励し、高分子科学の発も公開しており、参加費無料で聴講することができる。つという異なることを明らかにしてきた。本研究では、溶液中で２次構造を形成方性を有する高分子の合成を奨励し、高分子科学の発有する高分子の合成し

ている。平成３１年度には以下の本研究で聴講することができる。はこの研究を奨励し、高分子科学の発特異なることを明らかにしてきた。本研究では、溶液中で２次構造を形成な切断・分解性を有する高分子の合成構造によりを奨励し、高分子科学の発活かした機能な高分子が設計・合成されるようになると、新しいタイプの機能性材料材料で聴講することができる。として、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発ポリビニルア

ルコール（PVA）や様々なパターンの分解多糖類との複合化による異方な膨潤－収縮挙動を有する生との研究を奨励し、高分子科学の発複合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成化による異なることを明らかにしてきた。本研究では、溶液中で２次構造を形成方な切断・分解性を有する高分子の合成膨潤－アミノ酸と剛直なスペーサーと収縮によ挙動を奨励し、高分子科学の発有する高分子の合成する生

分解性を有する高分子の合成材料で聴講することができる。の研究を奨励し、高分子科学の発開発を奨励し、高分子科学の発目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びとする。平成３１年度には以下の

【計画している。】本年度には以下のは BC の研究を奨励し、高分子科学の発層状エーテルの共重合体な構造によりに着目し、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発その研究を奨励し、高分子科学の発層間で議論するに生分解性を有する高分子の合成を奨励し、高分子科学の発有する高分子の合成する

PVA、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発ヒドとビニルエーテルの交互ポリマーのロキシプ代表者）ロピルセルロース（HPC）、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発アガロースを奨励し、高分子科学の発複合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成化すること

で聴講することができる。、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発一次元的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びに膨潤－アミノ酸と剛直なスペーサーと収縮によする生分解性を有する高分子の合成シートを奨励し、高分子科学の発開発する。平成３１年度には以下のPVAとの研究を奨励し、高分子科学の発複合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成化で聴講することができる。

は優れた機械的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び強度には以下のを奨励し、高分子科学の発有する高分子の合成するシート、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発HPCとの研究を奨励し、高分子科学の発複合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成化で聴講することができる。は疎水性を有する高分子の合成有する高分子の合成機溶媒に可溶化させた拡張型ポリペプチドを系統的に合成し、溶液に対

しても公開しており、参加費無料で聴講することができる。特異なることを明らかにしてきた。本研究では、溶液中で２次構造を形成な切断・分解性を有する高分子の合成膨潤特性を有する高分子の合成を奨励し、高分子科学の発示す力学特性と制御、すシート、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発アガロースとの研究を奨励し、高分子科学の発複合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成化で聴講することができる。は熱に応答する線状又は分岐型高分子を導入したハイブ水中で聴講することができる。膨潤

するシートの研究を奨励し、高分子科学の発作製を目指す。条件で様々な基質間での結合形成反応を試み、生成物の立体制御、さらにを奨励し、高分子科学の発検討した。する。平成３１年度には以下の

（１０）巨大な切断・分解性を有する高分子の合成生体超分子複合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成体の研究を奨励し、高分子科学の発原子構造により決定に関する研究、高分子の基礎並びする研究

（阪大蛋白研）中川敦史、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発鈴木守、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発山下の栄樹

【目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び】Ｘ線結晶構造解析やクライオ電子顕微鏡を用いた単粒子解析は、蛋白線結晶構造により解析や様々なパターンの分解クライオ電子顕微鏡による低分解能の回転子構造が明らかにを奨励し、高分子科学の発用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成３１年度には以下のいた単粒子解析は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発蛋白

質な切断・分解性を有する高分子の合成どの研究を奨励し、高分子科学の発生体高分子や様々なパターンの分解ウイルスな切断・分解性を有する高分子の合成どの研究を奨励し、高分子科学の発巨大な切断・分解性を有する高分子の合成生体超分子複合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成体の研究を奨励し、高分子科学の発構造により解析の研究を奨励し、高分子科学の発た

めの研究を奨励し、高分子科学の発強力な切断・分解性を有する高分子の合成手法で聴講することができる。ある。平成３１年度には以下の本研究で聴講することができる。は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発Ｘ線結晶構造解析やクライオ電子顕微鏡を用いた単粒子解析は、蛋白線結晶構造により解析の研究を奨励し、高分子科学の発ための研究を奨励し、高分子科学の発 SP) ring-8の研究を奨励し、高分子科学の発蛋

白研ビームやジクロロメタラインをする。（BL44XU）の研究を奨励し、高分子科学の発高度には以下の化とビームやジクロロメタラインをする。を奨励し、高分子科学の発利用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成３１年度には以下のした技術である。ホモポリマーは貧溶媒開発を奨励し、高分子科学の発行っている。平成３１年度には以下の

う。平成３１年度には以下のさら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。に、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発Ｘ線結晶構造解析やクライオ電子顕微鏡を用いた単粒子解析は、蛋白線結晶構造により解析や様々なパターンの分解クライオ電子顕微鏡による低分解能の回転子構造が明らかにを奨励し、高分子科学の発用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成３１年度には以下のいた単粒子解析によ

り、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発蛋白質や様々なパターンの分解生体超分子複合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成体の研究を奨励し、高分子科学の発原子構造によりを奨励し、高分子科学の発解明し、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発それに基づく機能な高分子が設計・合成されるようになると、新しいタイプの機能性材料解明を奨励し、高分子科学の発

目指す。す。平成３１年度には以下の

【計画している。】SPring-8の研究を奨励し、高分子科学の発蛋白研ビームやジクロロメタラインをする。（BL44XU）の研究を奨励し、高分子科学の発高度には以下の化とビームやジクロロメタライ

ンをする。を奨励し、高分子科学の発利用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成３１年度には以下のしたＸ線結晶構造解析やクライオ電子顕微鏡を用いた単粒子解析は、蛋白線結晶構造により解析法に関する研究、高分子の基礎並びする技術である。ホモポリマーは貧溶媒開発、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発Ｘ線結晶構造解析やクライオ電子顕微鏡を用いた単粒子解析は、蛋白線結晶構造により解析の研究を奨励し、高分子科学の発ため



の研究を奨励し、高分子科学の発ソフトウェア開発な切断・分解性を有する高分子の合成どを奨励し、高分子科学の発進める。平成３１年度には以下のこれら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。の研究を奨励し、高分子科学の発技術である。ホモポリマーは貧溶媒を奨励し、高分子科学の発利用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成３１年度には以下のして、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発電位センをする。サー蛋

白質、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発薬剤排出した。蛋白質複合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成体な切断・分解性を有する高分子の合成どの研究を奨励し、高分子科学の発構造により解析を奨励し、高分子科学の発進める。平成３１年度には以下のさら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。に、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発クライオ電子

顕微鏡による低分解能の回転子構造が明らかにを奨励し、高分子科学の発利用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成３１年度には以下のした生体超分子複合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成体の研究を奨励し、高分子科学の発構造により解析を奨励し、高分子科学の発進める。平成３１年度には以下の

（１１）蛋白質の研究を奨励し、高分子科学の発フォールディンをする。グとミスフォールディンをする。グ

　　　　　　　　　（蛋白質研究所は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発）後藤祐児、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発宗　正智

【目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び】蛋白質はアミノ酸と剛直なスペーサーとが連な切断・分解性を有する高分子の合成った鎖の選択的な切断や様々なパターンの分解状エーテルの共重合体なの研究を奨励し、高分子科学の発高分子で聴講することができる。あり、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発基本的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びには水に難なモノマー群との共重合の可能性が見えてきた。

溶性を有する高分子の合成で聴講することができる。ある。平成３１年度には以下の進化の研究を奨励し、高分子科学の発過程で聴講することができる。、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発コンをする。パクトな切断・分解性を有する高分子の合成立てられた立体構造により体構造によりにフォールディンをする。グして溶

解性を有する高分子の合成を奨励し、高分子科学の発高めると共に特異なることを明らかにしてきた。本研究では、溶液中で２次構造を形成的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びな切断・分解性を有する高分子の合成機能な高分子が設計・合成されるようになると、新しいタイプの機能性材料を奨励し、高分子科学の発獲得られる反応することによって、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発蛋白質は生体の研究を奨励し、高分子科学の発機

能な高分子が設計・合成されるようになると、新しいタイプの機能性材料物と環状エーテルの共重合体な質とな切断・分解性を有する高分子の合成った。平成３１年度には以下の他方、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発蛋白質は変えなが性を有する高分子の合成するとしばしば難なモノマー群との共重合の可能性が見えてきた。溶性を有する高分子の合成とな切断・分解性を有する高分子の合成り、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発凝集する

中で聴講することができる。も公開しており、参加費無料で聴講することができる。アミロイドとビニルエーテルの交互ポリマーの線維は結晶性の凝集であり、アルツハイマー病をはじめとすは結晶性を有する高分子の合成の研究を奨励し、高分子科学の発凝集で聴講することができる。あり、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発アルツハイマー病をはじめとすを奨励し、高分子科学の発はじめとす

る様な切断・分解性を有する高分子の合成々なパターンの分解な切断・分解性を有する高分子の合成病をはじめとす気に関わる。本研究では継続して、物理化学的な視点から、アミロに関する研究、高分子の基礎並びわる。平成３１年度には以下の本研究で聴講することができる。は継続して、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発物と環状エーテルの共重合体な理化学の研究を奨励し、高分子科学の発的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びな切断・分解性を有する高分子の合成視点だけでなく反応に密接から最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発アミロ

イドとビニルエーテルの交互ポリマーの線維は結晶性の凝集であり、アルツハイマー病をはじめとすの研究を奨励し、高分子科学の発形成機構、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発さら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。には蛋白質凝集の研究を奨励し、高分子科学の発生理的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びな切断・分解性を有する高分子の合成意義を奨励し、高分子科学の発明ら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。かにする。平成３１年度には以下の

【計画している。】前年度には以下のに引き続き、蛋白質のフォールディングとミスフォールディンき続き、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発蛋白質の研究を奨励し、高分子科学の発フォールディンをする。グとミスフォールディンをする。

グ反応を奨励し、高分子科学の発、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発物と環状エーテルの共重合体な理化学の研究を奨励し、高分子科学の発的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び手法を奨励し、高分子科学の発用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成３１年度には以下のいて研究する。平成３１年度には以下の透析アミロイドとビニルエーテルの交互ポリマーのーシスの研究を奨励し、高分子科学の発原因とと

な切断・分解性を有する高分子の合成るβ２ミクログロブなイメージがある分野であったリンをする。、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発アルツハイマー病をはじめとすに関する研究、高分子の基礎並びわるアミロイドとビニルエーテルの交互ポリマーのβペプ代表者）チ

ドとビニルエーテルの交互ポリマーの、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発パーキンをする。ソンをする。病をはじめとすに関する研究、高分子の基礎並びわるαシヌクレインをする。、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発モデル蛋白質としてニワトリ卵

白リゾチームやジクロロメタな切断・分解性を有する高分子の合成どを奨励し、高分子科学の発材料で聴講することができる。として、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発アミロイドとビニルエーテルの交互ポリマーの線維は結晶性の凝集であり、アルツハイマー病をはじめとすや様々なパターンの分解不定形凝集を奨励し、高分子科学の発区別して、そして、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発そ

れら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。の研究を奨励し、高分子科学の発形成機構を奨励し、高分子科学の発研究する。平成３１年度には以下のアミロイドとビニルエーテルの交互ポリマーの線維は結晶性の凝集であり、アルツハイマー病をはじめとす形成を奨励し、高分子科学の発促進するために超音波照射

を奨励し、高分子科学の発用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成３１年度には以下のいる。平成３１年度には以下のポリリンをする。酸と剛直なスペーサーとを奨励し、高分子科学の発はじめとする凝集を奨励し、高分子科学の発促進あるいは抑制する生体内因と子

の研究を奨励し、高分子科学の発作用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成３１年度には以下の機構を奨励し、高分子科学の発解析する。平成３１年度には以下のまた、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発球状エーテルの共重合体な蛋白質の研究を奨励し、高分子科学の発構造により安定性を有する高分子の合成と同様な切断・分解性を有する高分子の合成に、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発アミロイドとビニルエーテルの交互ポリマーの

線維は結晶性の凝集であり、アルツハイマー病をはじめとすが高温と低温で聴講することができる。壊エネルギーを生み出すこれる現できると考象とその機構を解析する。以上より、原因蛋白質とその研究を奨励し、高分子科学の発機構を奨励し、高分子科学の発解析する。平成３１年度には以下の以上より、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発原因と蛋白質



の研究を奨励し、高分子科学の発溶解度には以下のや様々なパターンの分解過飽和な条件で様々な基質間での結合形成反応を試み、生成物の立体制御、さらに、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発相転移に焦点だけでなく反応に密接を奨励し、高分子科学の発当てて、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発蛋白質の研究を奨励し、高分子科学の発凝集反応の研究を奨励し、高分子科学の発解明を奨励し、高分子科学の発目指す。す。平成３１年度には以下の

（１２）ダイニンをする。分子モーターと制御因と子との研究を奨励し、高分子科学の発複合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成体構造により解析

（阪大蛋白研）栗栖源嗣、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発田中秀明

【目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び】ダイニンをする。は ATP) 依存的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びに微小管上を奨励し、高分子科学の発滑り運動するモーター蛋白質で，り運動するモーター蛋白質で聴講することができる。，

重鎖の選択的な切断や様々なパターンの分解・中間で議論する鎖の選択的な切断や様々なパターンの分解・軽鎖の選択的な切断や様々なパターンの分解から最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。構成される 1000kDaを奨励し、高分子科学の発超える生体超分子複合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成体で聴講することができる。ある。平成３１年度には以下の

鞭毛モーター運動や様々なパターンの分解繊毛モーター運動，さら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。に蛋白質輸送や染色体分離運動を担う蛋白質で，そや様々なパターンの分解染色体分離運動を奨励し、高分子科学の発担う蛋白質で，そう蛋白質で聴講することができる。，そ

の研究を奨励し、高分子科学の発生物と環状エーテルの共重合体な学の研究を奨励し、高分子科学の発的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び重要である。我々は性を有する高分子の合成は極めて高い。平成３１年度には以下の我々なパターンの分解は，ダイニンをする。の研究を奨励し、高分子科学の発運動活性を有する高分子の合成を奨励し、高分子科学の発制御する軽鎖の選択的な切断や様々なパターンの分解

や様々なパターンの分解制御因と子で聴講することができる。あるダイナクチンをする。との研究を奨励し、高分子科学の発複合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成体形成に着目し，その研究を奨励し、高分子科学の発構造により―機能な高分子が設計・合成されるようになると、新しいタイプの機能性材料の研究を奨励し、高分子科学の発相

関する研究、高分子の基礎並びを奨励し、高分子科学の発解明する。平成３１年度には以下の

【計画している。】緑藻Chlamydomonas reinhardtiiがも公開しており、参加費無料で聴講することができる。つダイニンをする。の研究を奨励し、高分子科学の発ストーク領域の環境制御は極めて重要である。我々は，ダ

イニンをする。軽鎖の選択的な切断や様々なパターンの分解 LC1およびダイニンをする。制御因と子で聴講することができる。あるダイナクチンをする。の研究を奨励し、高分子科学の発ダイニンをする。結合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成領

域の環境制御は極めて重要である。我々はを奨励し、高分子科学の発組み立てられた立体構造により換え体として発現できると考・精製を目指す。する。平成３１年度には以下のストーク領域の環境制御は極めて重要である。我々はと LC1，さら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。に微小管を奨励し、高分子科学の発構

成するチューブなイメージがある分野であったリンをする。との研究を奨励し、高分子科学の発複合による多様な切断・分解性を有する高分子の合成体結晶構造により解析を奨励し、高分子科学の発行っている。平成３１年度には以下のう。平成３１年度には以下の併せて，ダイナクチン組せて，ダイナクチンをする。組み立てられた立体構造により

換え体の研究を奨励し、高分子科学の発結晶構造により解析も公開しており、参加費無料で聴講することができる。行っている。平成３１年度には以下のい，ダイニンをする。の研究を奨励し、高分子科学の発運動活性を有する高分子の合成制御メカニズの製品を製造ムやジクロロメタを奨励し、高分子科学の発解明する。平成３１年度には以下の


